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も く じも く じ掘
割
（
ク
リ
ー
ク
）
の
町
（
福
岡
県
大
木
町
）

　

加
賀
美　

幸 

子

千
葉
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
名
誉
館
長

Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
キ
ャ
ス
タ
ー

か

が

み

さ
ち

こ

コ ムラ

『
平

家

物

語
』

表紙に掲載する写真を募集してい
ます。採用者には、粗品を差し上
げます。
写真には撮影者の住所、氏名及び
撮影場所・日時を明記して下さい。
なお、採否は当方に一任願います。

送り先：全国町村会・広報部

今
年
の
大
河
ド
ラ
マ
は
『
平
家
物
語
』
だ
が
、

ラ
ジ
オ
の
「
古
典
講
読
」
の
時
間
で
も
「
時
代
背

景
か
ら
読
み
解
く
平
家
物
語
」
を
放
送
中
で
、
当

方
は
原
文
朗
読
を
担
当
し
て
い
る
。

『
源
氏
物
語
』
で
も
『
枕
草
子
』
で
も
『
徒
然
草
』

で
も
そ
の
他
ど
の
古
典
も
、
近
し
く
易
し
く
読
ん

で
い
る
と
、自
然
に
、多
く
の
生
き
方
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
聞
こ
え
て
き
て
、
惹
き
つ
け
ら
れ
、
手
放
す

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
当
然
の
こ
と
だ
が
、
研

究
者
で
は
な
い
の
だ
か
ら
勉
強
で
は
な
く
、
親
し

く
近
づ
い
て
、
原
文
で
読
む
こ
と
に
し
て
い
る
。

『
平
家
物
語
』
に
し
ろ
『
源
氏
物
語
』
に
し
ろ
、

か
つ
て
紙
は
貴
重
で
、
庶
民
に
は
行
き
わ
た
ら
な

か
っ
た
は
ず
。
多
く
の
人
た
ち
は
乗
り
出
し
て
耳

で
聞
い
て
い
た
の
だ
か
ら
、
書
く
方
も
分
か
り
や

す
く
綴
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
だ
か
ら
、
原
文
を

声
に
だ
し
て
読
む
と
、
黙
読
よ
り
、
楽
に
読
め
る

の
で
あ
る
。
日
本
語
の
響
き
・
言
葉
の
心
・
言
葉

の
力
が
内
容
を
確
か
に
伝
え
て
く
れ
る
。

『
平
家
物
語
』
は
特
に
そ
う
で
あ
る
。
琵
琶
法

師
の
語
り
で
読
み
継
が
れ
て
き
た
物
語
。
伝
本
に

よ
っ
て
違
い
も
多
い
。
時
代
に
よ
り
、人
に
よ
り
、

そ
の
時
の
価
値
や
思
い
で
、
少
し
ず
つ
変
形
し
て

い
く
の
も
自
然
の
こ
と
。
そ
の
違
い
を
楽
し
む
の

も
、
又
、
面
白
い
。
あ
く
ま
で
史
実
そ
の
も
の
で

は
な
く
、
物
語
の
意
味
が
そ
こ
に
は
あ
る
。

悪あ
く

行ぎ
ょ
うを
重
ね
た
平
清
盛
だ
が
、
も
と
は
貴
族
や

周
り
か
ら
の
激
し
い
い
じ
め
や
不
本
意
な
扱
い
に

堪
忍
袋
の
緒
が
き
れ
て
し
ま
い
何
倍
も
の
仕
返
し

を
し
た
と
も
い
え
る
。
そ
の
激
し
さ
と
弱
さ
。
本

来
は
宗
教
的
で
あ
っ
た
り
、
工
事
に
お
け
る
人
柱

を
や
め
さ
せ
た
り
、
身
内
を
大
事
に
し
た
り
（
そ

れ
が
平
家
討
伐
の
引
き
金
と
な
る
の
だ
が
）
…
。

一
方
、清
盛
が
目
の
敵
に
す
る
頼
朝
は
、身
内
（
義

経
や
行
家
た
ち
）
を
殺
傷
し
た
り
退
け
よ
う
と
す

る
…
。
そ
れ
に
し
て
も
、
平
家
の
政
権
は
た
っ
た

25
年
で
あ
り
、
鎌
倉
幕
府
は
1
5
0
年
の
政
権
。

な
に
が
そ
う
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
…
。
そ
の
後

徳
川
幕
府
は
2
6
5
年
も
続
く
。
士
農
工
商
の
時

代
。
そ
の
中
で
の
生
き
方
、
人
々
の
流
れ
…
日
本

の
地
図
も
改
め
て
見
え
て
く
る
。

2
0
1
2
年
版
「
高
齢
社
会
白
書
」
ま
と
ま
る

　
　
　

〜
全
面
的
に
「
支
え
ら
れ
る
人
」
か
ら
、
で
き
る
か
ぎ
り
は
「
支
え
る
人
」
へ
〜
…
…
…
…
…
…
…
⑵

「
限
界
集
落
・
畑
山
」
に
嫁
い
で
〜
高
知
・
は
た
や
ま
夢
楽

　
　
　

第
2
回　

限
界
集
落
・
畑
山
に
生
き
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
高
知
県
安
芸
市
畑
山　

小
松
圭
子
…
⑸

町
村
Ｎ
ａ
ｖ
ｉ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
⑻

復
興
だ
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
⑼

平
成
二
十
三
年
度
町
村
職
員
生
協
火
災
・
自
動
車
共
済
事
業
の
概
要
報
告
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
⑽

旧
山
陽
道
宿
場
町　

矢
掛
町
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
岡
山
県
矢
掛
町
長　

山
野
通
彦
…
⑿

政 

策

情 

報

情 

報

情 

報

活 

動

随 

想
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政 策

　

1
9
9
5
（
平
成
7
）
年
、
高
齢
社
会

対
策
基
本
法
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
基

づ
き
翌
年
に
は
最
初
の
高
齢
社
会
対
策
大

綱
が
策
定
さ
れ
、
歴
史
上
か
つ
て
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
高
齢
社
会
へ
向
け
て
制
度

設
計
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
い
わ
ゆ
る

「
団
塊
の
世
代
」
の
定
年
退
職
が
視
野
に

入
っ
た
2
0
0
1
年
、
大
綱
は
大
幅
な
見

直
し
が
な
さ
れ
、
新
大
綱
が
策
定
さ
れ
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

こ
の
新
大
綱
に
示
さ
れ
た
5
つ
の
基
本

姿
勢
と
、
4
つ
の
課
題
に
基
づ
い
て
「
高

齢
社
会
白
書
」
は
報
告
を
行
っ
て
い
る
。

5
つ
の
基
本
姿
勢
と
は

①
旧
来
の
画
一
的
な
高
齢
者
像
の
見
直

し
、
②
高
齢
者
に
な
る
前
か
ら
の
予
防
と

準
備
、
③
地
域
社
会
機
能
の
活
性
化
、
④

男
女
共
同
参
画
の
視
点
、
⑤
医
療
・
福
祉
、

情
報
通
信
な
ど
に
か
か
わ
る
科
学
技
術
の

活
用
。

　

さ
ら
に
、
4
つ
の
課
題
と
は
、

①
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
可
能
に
す

る
高
齢
者
の
自
立
支
援
、
②
年
齢
だ
け
で

高
齢
者
を
別
扱
い
す
る
制
度
・
慣
行
な
ど

の
見
直
し
、
③
世
代
間
の
連
帯
強
化
、
④

地
域
社
会
へ
の
参
画
促
進

　

で
あ
る
。

　

以
上
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、「
2
0
1
2

年
版
高
齢
社
会
白
書
」
の
内
容
を
抜
粋
し

て
紹
介
す
る
。

Ⅰ
．
最
新
高
齢
化
状
況

●
約
4
人
に
1
人
は
高
齢
者

　

2
0
1
1
年
10
月
1
日
現
在
で
、
高
齢

者
（
65
歳
以
上
）
人
口
は
過
去
最
高
の
2
、

9
7
5
万
人
に
達
し
、
総
人
口
に
高
齢
者

が
占
め
る
割
合
は
23
・
3
％
と
な
っ
た
。

前
年
よ
り
0
・
3
％
上
昇
し
た
。
高
齢
者

の
男
女
比
は
、
74
対
1
0
0
。
ま
た
、
前

期
高
齢
者
（
65
歳
か
ら
74
歳
）
が
総
人
口

に
占
め
る
割
合
は
11
・
8
％
、
後
期
高
齢

者
（
75
歳
以
上
）
は
11
・
5
％
。

　

地
域
別
に
見
る
と
、
高
齢
者
の
割
合
が

も
っ
と
も
高
い
の
は
、
秋
田
県
の
29
・
7

％
、
低
い
の
は
沖
縄
県
の
17
・
3
％
だ
っ

た
。

　

世
界
に
目
を
転
じ
る
と
、
2
0
1
0
年

の
数
字
で
高
齢
者
の
割
合
が
23
・
0
％
の

日
本
は
、
高
齢
化
率
世
界
一
で
あ
る
。
以

下
、
2
位
イ
タ
リ
ア
・
ド
イ
ツ
20
・
4
％
、

3
位
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
18
・
2
％
。

　

高
齢
者
人
口
の
増
加
に
と
も
な
い
、
社

会
保
障
給
付
費
（
2
0
0
9
年
度
）
も
過

去
最
高
の
99
兆
8
、
5
0
7
億
円
と
な
り
、

国
民
所
得
に
占
め
る
割
合
は
29
・
4
％
。

1
9
7
0
（
昭
和
45
）
年
に
は
5
・
8
％

で
あ
っ
た
の
で
、
お
よ
そ
5
倍
と
な
っ
た
。

　

平
均
寿
命
は
、
男
性
79
・
64
年
、
女
性

86
・
39
年
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
も
伸

び
続
け
、
2
0
6
0
年
に
は
、
男
性
84
・

19
年
、
女
性
90
・
93
年
に
な
る
と
予
測
さ

れ
て
い
る
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
高
齢
者
の
割
合
も
増

え
続
け
、
2
0
6
0
年
に
は
39
・
9
％
に
達

す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
国
民
の
2
・

5
人
に
1
人
が
65
歳
以
上
に
、
4
人
に
1

人
が
75
歳
以
上
に
な
る
。

● 

健
康
寿
命
は
、
男
性
70
・
42
年
、
女
性

73
・
62
年

　

平
均
寿
命
と
は
別
に
、「
健
康
寿
命
」

と
い
う
指
標
も
白
書
に
は
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
日
常
生
活
に
制
限
の

な
い
状
態
で
い
ら
れ
る
年
齢
と
い
う
こ
と

2012年版「高齢社会白書」まとまる
～全面的に「支えられる人」から、できるかぎりは「支える人」へ～

政策解説

政
府
は
7
月
15
日
、内
閣
府
が
ま
と
め
た
2
0
1
2
年
版「
高
齢
社
会
白
書
」

を
閣
議
決
定
し
た
。「
団
塊
の
世
代
」
が
65
歳
を
迎
え
始
め
、
社
会
の
高
齢
化

は
加
速
し
て
い
る
。
白
書
は
、
従
来
の
「
人
生
65
年
時
代
」
か
ら
、
来
る
べ
き

「
人
生
90
年
時
代
」
に
向
け
て
、
社
会
の
し
く
み
も
人
々
の
意
識
も
変
わ
る
必

要
が
あ
る
と
訴
え
る
。
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で
、
男
性
が
70
・
42
年
、
女
性
が
73
・
62

年
と
な
っ
て
い
る
。
平
均
寿
命
か
ら
健
康

寿
命
を
引
い
た
、
男
性
9
・
22
年
（
79
・

64

－
70
・
42
）、
女
性
12
・
77
年
（
86
・
39

－
73
・
62
）
の
期
間
は
、
健
康
に
な
ん
ら

か
の
問
題
が
あ
っ
て
日
常
生
活
が
普
通
に

送
れ
な
い
状
態
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
け

し
て
短
い
期
間
で
は
な
い
。

　

そ
れ
を
裏
付
け
る
か
の
よ
う
に
、
介
護

保
険
制
度
で
、
要
介
護
の
認
定
を
受
け
た

前
期
高
齢
者
は
4
5
9
万
人
、
後
期
高
齢

者
は
3
、
0
1
5
万
人
と
な
っ
て
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
高
齢
者
に
占
め
る
割
合
は
、

3
・
0
％
、
21
・
9
％
と
な
っ
て
い
る
。

（
2
0
0
9
年
度
。
要
支
援
は
含
ま
な
い
）

　

介
護
を
す
る
人
を
見
る
と
、
6
割
以
上

が
同
居
者
で
あ
り
、
内
訳
は
配
偶
者
や
子
、

子
の
配
偶
者
と
な
っ
て
い
る
。
男
女
比
で

み
る
と
、
30
・
6
％
対
69
・
4
％
で
女
性

が
多
い
。
ま
た
、
介
護
す
る
人
が
高
齢
者

で
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
老
老
介
護
」
も
〝
相

当
数
存
在
〞
す
る
と
白
書
は
伝
え
て
い
る
。

●
働
く
高
齢
者

健
康
に
問
題
を
抱
え
る
人
が
い
る
一
方

で
、
元
気
で
ま
だ
ま
だ
働
け
る
高
齢
者
も

多
い
。
定
年
を
迎
え
た
も
の
の
継
続
雇
用

さ
れ
た
人
の
割
合
は
73
・
6
％
。
労
働
力

人
口
総
数
に
占
め
る
65
歳
以
上
の
割
合
は

8
・
9
％
と
な
り
、
1
9
8
0
（
昭
和
55
）

年
の
4
・
9
％
に
比
べ
る
と
着
実
に
増
え

て
い
る
。

　

高
齢
就
業
者
が
週
に
ど
れ
だ
け
働
い
て

い
る
か
を
見
る
と
、
一
番
多
い
の
が
「
15

〜
34
時
間
」
で
35
・
8
％
、
次
が
「
35
〜

42
時
間
」
21
・
5
％
、
3
番
目
が
「
1
〜

14
時
間
」
16
・
1
％
と
続
く
が
、「
60
時
間

以
上
」
も
7
・
1
％
存
在
す
る
。
現
役
世

代
と
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
ず
に
働
く
人
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
的
に
働
く
人
と
多
様
な
就

業
形
態
が
う
か
が
わ
れ
る
。

Ⅱ
．
新
々
大
綱
策
定
へ
向
け
て
の
報
告
書

　

2
0
1
1
年
10
月
、
内
閣
総
理
大
臣
を

会
長
と
す
る
「
高
齢
社
会
対
策
会
議
」
に

お
い
て
、
新
々
大
綱
策
定
へ
向
け
て
検
討

を
開
始
す
る
方
針
が
示
さ
れ
、
清
家
篤
慶

応
義
塾
長
を
座
長
と
す
る
検
討
会
が
開
催

さ
れ
た
。
白
書
で
は
、
こ
の
検
討
会
の
報

告
書
を
紹
介
し
て
い
る
。

● 「
人
生
65
年
時
代
」
か
ら
「
人
生
90
年
時

代
」
へ

　

日
本
の
制
度
設
計
や
、
日
本
人
の
意
識

に
は
、
ま
だ
ま
だ
「
人
生
65
年
時
代
」
の

名
残
が
残
っ
て
い
る
が
、
日
本
社
会
は
世

界
で
も
例
を
み
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
超
高
齢

化
し
て
お
り
、「
人
生
90
年
時
代
」
を
見

す
え
た
意
識
改
革
が
必
要
で
あ
る
。

　

従
来
は
、
65
歳
以
上
を
「
高
齢
者
」
と

ひ
と
く
く
り
し
「
支
え
ら
れ
る
人
」
と
と

ら
え
て
き
た
が
、
長
寿
化
社
会
で
は
、
ま

■参考　高齢化の推移と将来推計
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だ
ま
だ
元
気
な
人
も
多
い
。
高
齢
者
世
代

の
中
に
も
「
支
え
る
人
」
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
、あ
る
人
は
生
涯
現
役
を
、

ま
た
あ
る
人
は
生
き
が
い
の
た
め
に
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
に
参
加
す
る
な
ど
、
意
欲
を
実
現

で
き
る
社
会
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
役
世
代
の

負
担
を
軽
減
し
、
高
齢
世
代
と
現
役
世
代

の
世
代
格
差
を
解
消
し
て
い
け
る
。

　

高
齢
者
は
、
体
力
、
労
働
意
欲
、
家
庭

状
況
な
ど
に
よ
っ
て
、
生
き
方
の
ニ
ー
ズ

が
多
様
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
の

高
齢
者
が
、
自
分
に
合
っ
た
生
き
方
を
選

べ
る
社
会
と
は
、
ひ
い
て
は
、
子
育
て
世

代
に
と
っ
て
も
柔
軟
な
働
き
方
が
選
べ
る

社
会
に
つ
な
が
る
。

　

ま
た
、
高
齢
者
が
多
い
社
会
に
特
有
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
も
必
要
で
あ
る
。
通
院
、

日
用
品
の
買
い
物
な
ど
が
容
易
で
、
認
知

症
の
方
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
が
求

め
ら
れ
る
。
シ
ル
バ
ー
イ
ン
フ
ラ
分
野
で

の
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
開
発
、
さ
ら
に
は
新

市
場
創
出
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、

増
加
す
る
単
身
高
齢
者
を
地
域
が
支
え
る

し
く
み
も
必
要
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
単
身
者

に
限
ら
ず
、
高
齢
者
が
参
加
で
き
、
互
助

を
基
本
に
す
え
た
全
世
代
に
ま
た
が
る
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
復
活
も
必
要
で
あ

る
。

　

こ
の
よ
う
な
高
齢
社
会
に
対
応
す
る
た

め
に
は
、
現
役
世
代
の
う
ち
か
ら
「
人
生

90
年
」
を
意
識
し
て
、資
産
形
成
を
行
い
、

ス
キ
ル
や
生
き
が
い
を
高
め
る
た
め
に
生

涯
学
習
を
続
け
る
姿
勢
を
持
つ
よ
う
啓
発

す
る
こ
と
も
必
要
と
な
る
。

Ⅲ
．
高
齢
者
の
意
識

● 「
収
入
」
を
重
視
し
て
仕
事
を
選
ぶ
高

齢
者
が
増
え
て
い
る

　

内
閣
府
は
、
60
歳
以
上
の
人
に
「
仕
事

を
選
ぶ
際
に
最
も
重
視
す
る
こ
と
は
」
と

い
う
質
問
を
し
て
い
る
。
2
0
1
1
年
で

は
、
男
性
は
「
経
験
が
活
か
せ
る
こ
と
」

（
28
・
3
％
）、
女
性
は
「
体
力
的
に
軽
い

仕
事
で
あ
る
こ
と
」（
23
・
2
％
）
が
も
っ

と
も
多
か
っ
た
。
結
果
を
2
0
0
6
年
と

比
べ
て
み
る
と
、
ト
ッ
プ
は
変
わ
ら
な
い

が
、「
収
入
（
賃
金
）」
を
重
視
す
る
人
が
、

顕
著
に
増
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た

と
え
ば
男
性
で
は
、
2
0
0
6
年
に
「
収

入
（
賃
金
）」
を
重
視
す
る
人
が
9
・
9
％

だ
っ
た
の
に
、
2
0
1
1
年
で
は
20
・

7
％
と
倍
増
し
て
い
る
の
だ
。
こ
の
傾
向

は
、
女
性
で
も
、
さ
ら
に
70
歳
代
で
も
同

じ
で
あ
る
。

Ⅳ
．
現
在
進
行
中
の
主
な
施
策

●
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
地
方
公
共

団
体
が
共
同
で
、
地
域
の
「
教
育
、
子
育

て
、
介
護
、
環
境
」
な
ど
の
分
野
で
、
シ

ル
バ
ー
世
代
が
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
な

企
画
を
立
案
し
運
営
す
る
。
国
は
そ
の
支

援
を
行
な
っ
て
い
る
。

●
高
年
齢
者
職
域
拡
大
等
助
成
金

　

65
歳
ま
で
、
あ
る
い
は
70
歳
ま
で
働
け

る
よ
う
に
支
援
す
る
事
業
主
に
対
す
る
助

成
。

●
医
療
と
介
護
の
同
時
報
酬
改
定

　

2
年
に
1
度
の
医
療
報
酬
改
定
と
、
3

年
に
1
度
の
介
護
報
酬
の
改
定
が
、
2
0

1
2
年
に
は
重
な
り
、
同
時
と
な
る
。
医

療
と
介
護
の
現
場
の
連
携
を
促
す
方
向
に

改
定
。

●「
孤
立
死
」
防
止
対
策

　

地
方
自
治
体
に
対
し
、
電
気
、
ガ
ス
会

社
な
ど
と
の
連
携
強
化
、
そ
し
て
福
祉
担

当
部
局
に
情
報
が
一
元
的
に
届
く
体
制
の

構
築
を
要
請
。

●
新
学
習
指
導
要
領

　

小
・
中
・
高
等
学
校
に
お
い
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
高
齢
者
と
の
交
流
活
動
を
充

実
さ
せ
、
児
童
生
徒
が
高
齢
社
会
の
課
題

や
高
齢
者
へ
の
理
解
を
深
め
る
よ
う
定
め

た
。

● 「
サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
向
け
住
宅
」
へ

の
支
援

　

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
住
ま
い
「
サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
向
け

住
宅
」
へ
の
、
整
備
費
に
対
す
る
補
助
、

税
制
の
特
例
、
住
宅
金
融
支
援
機
構
に
よ

る
融
資
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

●
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
へ
の
支
援

　

交
通
機
関
、
官
庁
施
設
、
公
園
な
ど
の

公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
支
援
し

て
い
る
。

● 

脳
の
し
く
み
を
活
か
し
た
技
術
開
発
の

推
進

　
「
強
く
念
じ
る
」こ
と
で
、動
か
し
た
り
、

〝
会
話
し
た
り
〞
で
き
る
科
学
技
術
・
機

械
の
開
発
。

　

2
0
1
2
年
、
い
わ
ゆ
る
「
団
塊
の
世

代
」
が
65
歳
を
迎
え
始
め
、
い
よ
い
よ
、

高
齢
社
会
が
加
速
的
に
現
実
と
な
っ
て
い

る
。
従
来
と
は
異
な
る
新
し
い
社
会
の
シ

ス
テ
ム
を
め
ざ
し
て
、
国
の
施
策
も
活
発

に
動
い
て
い
る
。
高
齢
者
を
多
く
か
か
え

る
町
村
は
、
ま
さ
に
新
社
会
の
さ
き
が
け

と
い
え
る
。意
欲
あ
る
高
齢
者
を
活
用
し
、

新
社
会
の
イ
ン
フ
ラ
を
整
え
て
い
く
と
き

で
あ
る
。

　

◎
休
刊
の
お
知
ら
せ
◎

　

7
月
30
日
付
の
町
村
週
報
に
つ
き
ま

し
て
は
、
休
刊
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。第
2
8
0
9
号
は
8
月
6
日
付
の
発

行
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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畑
山
と
の
出
会
い

　

遊
子
で
の
む
ら
お
こ
し
の
ヒ
ン
ト
を
得

た
い
、
と
全
国
各
地
の
農
山
漁
村
を
訪
ね

て
い
た
学
生
時
代
。
20
歳
の
時
、
国
土
交

通
省
と
富
士
通
総
研
の

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ホ
リ

デ
ー
」
の
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
に
参
加
し
た
。
全
国

各
地
の
受
け
入
れ
先
の
中

か
ら
、
安
芸
市
に
振
り
分

け
ら
れ
、
市
内
の
農
家
な

ど
を
転
々
と
し
な
が
ら
、

6
泊
7
日
を
過
ご
し
た
。

　

そ
の
時
、
初
め
て
畑
山

を
訪
れ
た
。
遊
子
よ
り
も

厳
し
い
状
況
に
陥
っ
た
中

で
、
産
業
化
を
図
り
集
落

を
再
構
築
し
て
い
こ
う
と

し
て
い
る
小
松
靖
一
さ
ん

の
話
に
魅
了
さ
れ
た
。
25

歳
上
の
靖
一
さ
ん
が
若

か
っ
た
こ
ろ
の
畑
山
と
、

遊
子
の
現
状
が
重
な
っ
て

聞
こ
え
た
。
何
も
し
な
け
れ
ば
、
遊
子
も

消
滅
し
て
い
く
の
だ
、
と
。
で
も
、
頑
張

れ
ば
次
世
代
に
渡
す
集
落
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
、
と
胸
が
高
鳴
っ
た
。
1
週
間

の
旅
を
終
え
、東
京
へ
戻
っ
た
。そ
の
後
、

電
話
で
相
談
を
し
な
が
ら
も
、
靖
一
さ
ん

に
は
「
遊
子
に
帰
る
の
は
お
ス
ス
メ
し
な

い
」
と
諭
さ
れ
た
。
嫁
も
も
ら
わ
ず
30
年

近
く
あ
が
い
て
き
た
人
の
言
葉
だ
っ
た
。

人
が
暮
ら
せ
る
集
落
へ

　

靖
一
さ
ん
の
両
親
は
林
業
で
生
計
を
た

て
、
畑
で
自
家
栽
培
を
し
て
暮
ら
し
て
い

た
。
ま
だ
人
口
が
8
0
0
人
ほ
ど
い
た
時

代
。
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、
父
や
友
だ

ち
、
兄
弟
と
と
も
に
、
ま
る
で
サ
ル
の
よ

う
に
野
山
を
駆
け
ま
わ
っ
て
い
た
と
い

う
。
け
れ
ど
、
林
業
の
衰
退
と
と
も
に
、

働
き
盛
り
の
世
帯
が
、
職
場
を
求
め
て
畑

山
を
離
れ
て
い
っ
た
。
靖
一
さ
ん
が
小
学

校
入
学
時
に
13
人
い
た
同
級
生
は
、
中
学

卒
業
時
に
は
4
人
に
な
っ
て
い
た
。
大
工

見
習
い
と
し
て
、
一
度
畑
山
を
離
れ
た
靖

一
さ
ん
だ
っ
た
が
、「
畑
山
を
な
ん
と
か

し
た
い
」
と
一
念
発
起
。「
仕
事
が
な
け

り
ゃ
、
つ
く
っ
た
ら
え
い
」。
シ
シ
ト
ウ

栽
培
を
皮
切
り
に
畑
山
で
生
き
る
道
を
模

索
し
始
め
た
。
専
業
で
3
年
続
け
た
も
の

の
先
が
見
え
な
い
。
複
合
経
営
を
し
よ
う

と
、
銀
杏
を
植
え
、
加
工
品
に
し
て
販
売

し
よ
う
と
考
え
る
も
、
ど
う
も
食
べ
て
い

け
そ
う
に
な
い
。

　

30
歳
に
な
っ
た
靖
一
さ
ん
に
転
機
が
訪

れ
た
。
新
聞
で
、
高
知
県
が
開
発
し
た
地

鶏
「
土
佐
ジ
ロ
ー
」
の
こ
と
を
知
っ
た
の

だ
。
高
齢
者
の
生
き
が
い
対
策
と
し
て
、

県
が
採
卵
用
に
開
発
し
た
土
佐
ジ
ロ
ー
は
、

国
の
天
然
記
念
物
「
土
佐
地
鶏
」
を
父
に
、

在
来
種
の
「
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
レ
ッ
ド
」

を
母
と
す
る
一
代
種
。
両
親
の
名
前
を
冠

し
た
「
土
佐
ジ
」「
ロ
ー
」。
ヒ
ナ
を
輸
入

に
頼
る
こ
と
の
多
い
養
鶏
業
界
に
あ
り
な

が
ら
、
土
佐
ジ
ロ
ー
の
種
卵
は
高
知
県
が

担
う
。
ま
た
、
高
知
県
が
商
標
を
登
録
し
、

高
知
県
土
佐
ジ
ロ
ー
協
会
が
認
定
し
た
会

員
の
み
飼
育
を
許
し
て
い
る
と
い
う
珍
し

く
、
貴
重
な
鶏
だ
。

　

当
時
、
畑
山
に
残
っ
て
い
た
の
は
、
す

で
に
父
と
同
世
代
の
お
ん
ち
ゃ
ん
ば
か
り
。

お
ん
ち
ゃ
ん
た
ち
に
声
を
掛
け
、
生
産
組

合
を
作
っ
て
飼
育
を
始
め
た
。
け
れ
ど
、

す
ぐ
に
行
き
詰
ま
る
。
今
で
こ
そ
、
雑
誌

や
テ
レ
ビ
な
ど
で
高
級
食
材
と
し
て
名
前

◎
小
松
圭
子
（
こ
ま
つ
・
け
い
こ
）

　

１
９
８
３
年
、
愛
媛
県
宇
和
島

市
遊
子
（
ゆ
す
）水
荷
浦
（
み
ず

が
う
ら
）
生
ま
れ
。

　

早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部
経

済
学
科
卒
業
後
、
愛
媛
新
聞
社
入

社
。
政
治
部
記
者
、
宇
和
島
支
社

記
者
を
経
て
、
２
０
１
０
年
に
結

婚
。
同
年
、
愛
媛
新
聞
社
を
退
社

し
、
安
芸
市
畑
山
へ
移
住
。
家
業

手
伝
い
と
し
て
、
土
佐
ジ
ロ
ー
の

飼
育
加
工
販
売
や
畑
山
温
泉
憩
の

家
の
運
営
等
に
携
わ
っ
て
い
る
。

まち・むらの暮らしから
地域再生を考える

「
限
界
集
落
・
畑
山
」に
嫁
い
で

〜
高
知
・
は
た
や
ま
夢
楽

高
知
県
安
芸
市
畑
山　

小
松　

圭
子

▲畑山城跡から集落を臨む。800人が暮らした村も今は60人となった。

第
2
回
　
限
界
集
落
・
畑
山
に
生
き
る
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が
定
着
し
た
も
の
の
、
当
時
は
無
名
。
1

個
45
円
（
当
時
）
の
卵
は
い
っ
こ
う
に
売

れ
な
い
。

土
佐
ジ
ロ
ー
と
い
え
ば
小
松
さ
ん

　

靖
一
さ
ん
は
、
採
卵
鶏
と
し
て
の
み
の

飼
育
に
は
見
切
り
を
つ
け
、
ふ
化
し
た
直

後
に
雌
雄
鑑
別
で
廃
棄
さ
れ
て
い
た
雄
を

肉
用
と
し
て
飼
う
こ
と
に
決
め
た
。
成
功

す
れ
ば
県
内
第
1
号
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品

が
で
き
あ
が
れ
ば
、
畑
山
で
生
き
る
道
が

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
…
。

　

土
佐
ジ
ロ
ー
に
限
ら
ず
、
先
駆
者
の
い

な
い
仕
事
は
難
し
い
。
畑
山
の
自
然
の
中
、

自
然
放
飼
を
前
提
に
、
1
年
ほ
ど
飼
う
こ

と
か
ら
始
め
た
。
け
れ
ど
、
放
っ
て
お
け

ば
高
さ
に
し
て
数
メ
ー
ト
ル
、
数
十
メ
ー

ト
ル
は
滑
空
す
る
土
佐
ジ
ロ
ー
に
と
っ
て
、

広
す
ぎ
る
鶏
舎
は
、
肉
質
を
過
ぎ
る
ほ
ど
、

硬
く
し
て
し
ま
っ
た
。
元
大
工
の
靖
一
さ

ん
は
、
真
新
し
い
け
れ
ど
、
腑
に
落
ち
な

い
鶏
舎
を
壊
し
て
は
、
建
て
替
え
る
作
業

を
繰
り
返
し
た
。
次
男
・
健
二
さ
ん
も
名

古
屋
か
ら
帰
っ
て
き
て
、
仕
事
を
手
伝
う

よ
う
に
な
っ
た
。
け
れ
ど
、
一
緒
に
始
め

た
お
ん
ち
ゃ
ん
た
ち
は
高
齢
で
ひ
と
り
、

ふ
た
り
と
辞
め
て
い
く
。
仲
間
は
消
え
、

肉
は
売
れ
な
い
。

　

そ
ん
な
中
、
平
成
9
年
に
、
養
鶏
一
本

で
や
っ
て
い
く
決
心
を
固
め
た
。
翌
年
、

な
ん
と
か
美
味
し
く
て
、
採
算
が
取
れ
そ

う
な
生
産
様
式
を
見
つ
け
出
し
た
。
靖
一

さ
ん
が
作
り
上
げ
た
土
佐
ジ
ロ
ー
式
の
鶏

舎
は
、
そ
の
半
分
は
ネ
ッ
ト
に
囲
わ
れ
た

空
が
見
え
る
遊
び
場
に
な
っ
て
い
る
。
も

う
半
分
は
ト
タ
ン
屋
根
で
覆
い
、
斜
め
階

段
状
の
止
ま
り
木
を
設
置
し
た
休
憩
ス

ペ
ー
ス
。
土
佐
ジ
ロ
ー
た
ち
は
、
畑
山
の

野
草
や
県
内
産
の
無
農
薬
野
菜
、
コ
メ
を

食
べ
、
自
ら
の
体
調
を
管
理
す
る
た
め
土

を
食
べ
て
過
ご
す
。
夜
に
な
れ
ば
、
休
憩

ス
ペ
ー
ス
に
入
り
就
寝
。
一
日
中
、
起
こ

さ
れ
て
い
る
産
業
養
鶏
と
は
異
な
り
、
鶏

は
起
き
た
い
時
に
起
き
、
寝
た
い
時
に
眠

る
。
そ
し
て
、
生
ま
れ
て
か
ら
1
5
0
日
。

雌
で
言
え
ば
卵
を
生
み
始
め
る
こ
ろ
、
約

1
・
5
㎏
に
育
っ
た
土
佐
ジ
ロ
ー
を
、
さ

ば
き
職
人
で
も
あ
る
靖
一
さ
ん
た
ち
が
解

体
し
、
肉
と
し
て
販
売
す
る
ス
タ
イ
ル
を

確
立
さ
せ
て
き
た
。

　

テ
レ
ビ
の
「
ど
っ
ち
の
料
理
シ
ョ
ー
」
や

漫
画
「
美
味
し
ん
ぼ
」
な
ど
メ
デ
ィ
ア
で

紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
土
佐
ジ
ロ
ー

と
い
え
ば
小
松
さ
ん
」
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。
土
佐
ジ
ロ
ー
が
メ
デ
ィ

ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
美
味
し
さ

に
あ
る
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
性
や
自
然
に
こ

だ
わ
っ
た
点
も
人
々
を
魅
了
し
て
い
る
。

土
佐
ジ
ロ
ー
の
魅
力

　

重
量
の
取
れ
る
大
き
な
鶏
を
作
り
、
抵

抗
力
の
弱
っ
た
ブ
ロ
イ
ラ
ー
と
比
べ
る
と

一
代
種
の
土
佐
ジ
ロ
ー
は
、
土
の
上
を
力

強
く
駆
け
回
っ
て
育
つ
。
狭
く
外
気
の
入

ら
な
い
鶏
舎
で
過
食
症
の
よ
う
な
状
態
で

育
ち
、
土
を
知
る
こ
と
な
く
肉
に
な
っ
て

い
く
鶏
に
比
べ
、
負
荷
を
か
け
ら
れ
て
な

い
土
佐
ジ
ロ
ー
の
肝
臓
や
砂
肝
、
心
臓
、

白
子
、
ト
サ
カ
は
、
刺
身
で
も
食
べ
ら
れ
、

味
も
抜
群
。
ム
ネ
肉
も
、
み
ず
み
ず
し
く
、

た
た
き
で
食
べ
ら
れ
る
。
真
紅
の
モ
モ
肉

は
、
そ
の
色
と
余
分
な
脂
分
や
水
分
が
な

い
こ
と
に
驚
く
。
普
通
な
ら
、
黄
色
く
脂

ぎ
っ
た
皮
も
、
土
佐
ジ
ロ
ー
で
は
ま
っ
た

く
別
物
。
厚
く
て
、
ジ
ュ
ー
シ
ー
だ
。
炭

火
で
焼
い
て
も
、
煙
が
ほ
と
ん
ど
出
な
い

た
め
、
室
内
の
卓
上
で
も
焼
け
る
。
テ
レ

ビ
な
ど
の
「
絵
」
に
は
な
り
に
く
い
が
、

食
べ
た
人
だ
け
が
分
か
る
本
物
の
肉
の
味
。

土
佐
ジ
ロ
ー
を
鶏
ら
し
く
育
て
た
結
果
が

味
に
秘
め
ら
れ
て
い
る
。

　

土
佐
ジ
ロ
ー
が
軌
道
に
乗
り
始
め
た
矢

先
、
安
芸
市
が
、
畑
山
の
唯
一
の
交
流
拠

点
施
設
「
畑
山
温
泉
憩
の
家
」
を
赤
字
運

営
に
よ
り
閉
鎖
す
る
と
の
情
報
が
流
れ

た
。
毎
年
約
6
0
0
万
円
の
赤
字
を
計
上

し
て
お
り
、「
閉
鎖
や
む
な
し
」
と
い
う

声
が
高
ま
っ
て
い
た
。「
ど
う
に
か
し
た

い
」
と
い
う
思
い
に
駆
ら
れ
た
靖
一
さ
ん

は
、
行
政
に
相
談
。
平
成
16
年
11
月
か
ら ▲靖一さんが作り上げた土佐ジロー型鶏舎

▲生後数日の土佐ジローの雄ヒナ
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指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
を
前
提
に
運
営

を
ま
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

け
れ
ど
、
閉
鎖
あ
り
き
の
施
設
に
行
政

が
資
金
を
投
入
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
雨

漏
り
が
し
、
浴
槽
の
床
が
抜
け
、
ト
イ
レ

の
臭
突
が
錆
び
付
い
た
オ
ン
ボ
ロ
屋
敷
を
、

そ
の
ま
ま
渡
さ
れ
て
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。

私
が
初
め
て
畑
山
を
訪
れ
た
の
は
奇
し
く

も
同
年
11
月
。
壁
に
穴
が
開
い
て
い
る
な

ど
、
こ
と
の
ほ
か
大
変
な
状
態
だ
っ
た
こ

と
を
覚
え
て
い
る
。

　

靖
一
さ
ん
は
、
土
佐
ジ
ロ
ー
料
理
を
全

面
に
打
ち
出
し
て
運
営
を
ス
タ
ー
ト
。
全

国
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
土
佐
ジ

ロ
ー
生
産
者
直
営
の
宿
と
し
て
、
間
も
な

く
テ
レ
ビ
や
新
聞
、
雑
誌
な
ど
で
数
多
く

取
り
上
げ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
中

で
も
モ
モ
肉
の
炭
火
焼
き
は
、
人
気
メ

ニ
ュ
ー
。
靖
一
さ
ん
は
、
お
客
さ
ん
の
目

の
前
で
、
畑
山
産
の
炭
火
が
高
温
に
な
っ

て
い
る
の
を
確
か
め
な
が
ら
、
モ
モ
肉
を

1
枚
ず
つ
丁
寧
に
焼
い
て
い
く
。
そ
し
て
、

土
佐
ジ
ロ
ー
を
ど
う
育
て
て
い
る
か
、
お

客
さ
ん
に
問
わ
れ
る
ま
ま
に
説
明
し
て
い

く
。
単
な
る
お
金
儲
け
で
は
な
く
、
人
と

人
と
の
触
れ
合
い
の
時
間
が
あ
る
。

　

8
年
が
経
っ
た
今
、
畑
山
の
人
口
は
約

60
人
に
ま
で
減
っ
た
が
、
畑
山
温
泉
の
利

用
者
は
年
間
5
0
0
0
〜
7
0
0
0
人
、

う
ち
宿
泊
客
は
10
分
の
1
程
度
と
な
っ
た
。

休
日
に
は
Ｂ
Ｍ
Ｗ
や
ハ
ー
レ
ー
、
ベ
ン
ツ

な
ど
高
級
車
・
高
級
バ
イ
ク
が
駐
車
場
を

埋
め
る
こ
と
も
あ
る
。
1
杯
8
5
0
円
の

親
子
丼
を
目
当
て
に
、
関
西
を
早
朝
に
出

て
ラ
ン
チ
を
食
べ
に
来
る
リ
ピ
ー
タ
ー
も

い
る
。
手
土
産
片
手
に
泊
ま
り
が
け
で
み

え
る
方
や
、
年
に
数
度
お
越
し
に
な
る
お

客
さ
ん
も
い
る
。
お
客
さ
ん
と
一
緒
に
川

辺
に
ホ
タ
ル
鑑
賞
に
行
く
夜
も
あ
れ
ば
、

深
夜
ま
で
美
酒
を
酌
み
交
わ
す
日
も
あ
る
。

畑
山
温
泉
の
各
部
屋
、

各
テ
ー
ブ
ル
に
置
か

れ
た
ノ
ー
ト
に
は
、

全
国
各
地
か
ら
訪
れ

た
人
々
が
、
土
佐
ジ

ロ
ー
へ
の
感
動
や
、

靖
一
さ
ん
た
ち
へ
の

お
礼
の
言
葉
を
び
っ

し
り
と
書
き
続
け
て

い
る
。

 

（
第
3
回
へ
続
く
）

▲全国の鶏ファンを魅了する土佐ジロー

6
月
下
旬
か
ら
12
月
上
旬
ま
で
の
間
、
長

野
県
町
村
会
が
主
催
し
て
「
信
州
縦
断　

元

気
な
ふ
る
さ
と
収
穫
祭
め
ぐ
り
2
0
1
2
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
で
9
年
目
を
迎
え
る
こ
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
、
県
内
58
町
村
が
地
域
住
民
と
の

協
働
で
行
う
収
穫
祭
、
農
業
祭
、
物
産
展
、

産
業
祭
等
を
県
内
外
に
情
報
発
信
す
る
こ
と

に
よ
り
、
大
勢
の
方
に
信
州
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
地
元
特
産
品
、
農
林
産
物
の
紹
介
や

販
売
、地
元
の
人
々
と
の
交
流
を
通
じ
て「
ふ

る
さ
と
（
町
村
）」
の
「
元
気
」
と
「
よ
さ
」

を
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

長
野
県
内
で
は
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
新
鮮

な
農
産
物
や
特
色
あ
る
産
品
に
出
会
え
た

り
、
大
自
然
と
の
触
れ
あ
い
が
楽
し
め
る
イ

ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
で
す
。

ぜ
ひ
美
味
し
い
も
の
、
そ
し
て
「
町
村
の

元
気
」
を
探
し
に
ふ
る
さ
と
信
州
に
お
越
し

く
だ
さ
い 

。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
長
野
県
町
村
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

長
野
県
町
村
会

電
話
：
0
2
6

－

2
3
4

－

3
5
3
0

ホームページ
http://machimura-nagano.jp/furusato2012/

元
気
な
ふ
る
さ
と
収
穫
祭
め
ぐ
り
２
０
１
２

信州
縦断
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の
「
ト
ラ
イ
デ
ン
ト
シ
ー
フ
ー
ド
社
」

か
ら
資
金
面
で
の
支
援
の
話
が
あ
り
、

商
店
街
の
店
舗
数
を
増
や
せ
る
見
通

し
が
立
ち
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
神
奈

川
県
鎌
倉
市
の
「
パ
ッ
シ
ブ
ハ
ウ
ス
・

ジ
ャ
パ
ン
」
と
の
ご
縁
か
ら
、
商
店
街

の
設
計
を
全
面
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
、
国
の
助
成
で

建
設
予
定
だ
っ
た
プ
レ
ハ
ブ
仮
設
店
舗

以
外
に
、
木
造
の
仮
設
店
舗
の
建
設

が
実
現
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

2
0
1
1
年
9
月
の
『
女
川
町
復
興

計
画
』
の
策
定
と
時
期
を
同
じ
く
し

て
、
町
民
へ
の
商
店
街
再
建
の
説
明
会

を
行
っ
た
上
で
、
店
舗
経
営
の
希
望
を

募
り
、
約
50
の
事
業
主
が
賛
同
し
て

く
れ
ま
し
た
。「
ま
た
自
分
た
ち
の
店

が
で
き
る
！
」
集
ま
っ
た
町
民
の
み
な

さ
ん
の
笑
顔
が
、
幸
福
感
と
高
揚
感

で
輝
い
て
い
る
の
を
見
て
、
役
場
の
職

員
も
力
が
み
な
ぎ
っ
て
き
た
と
い
い
ま

す
。
幾
多
の
課
題
を
乗
り
越
え
、

2
0
1
1
年
12
月
に
着
工
。
実
際
の

鮭
な
ど
の
養
殖
も
盛
ん
で
し
た
。
豊

か
な
漁
場
に
恵
ま
れ
、
海
産
物
加
工

業
を
含
め
た
漁
業
が
支
え
て
き
た
町
。

あ
の
日
、
想
像
を
絶
す
る
大
津
波
に

よ
り
、
人
口
の
約
1
割
に
も
及
ぶ
尊
い

命
が
奪
わ
れ
、
町
の
中
心
部
が
壊
滅

的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
茫
然
自

失
の
淵
か
ら
脱
す
る
に
は
、
で
き
る
限

り
多
く
の
町
民
が
そ
れ
ま
で
従
事
し

て
き
た
生
業
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
、

と
方
向
を
見
出
す
に
は
そ
れ
ほ
ど
時

間
は
か
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
震
災

後
約
1
カ
月
の
2
0
1
1
年
4
月
に

は
、
商
店
街
復
活
計
画
が
持
ち
上
が

り
、
国
の
援
助
を
受
け
て
、
そ
の
再
建

の
目
処
が
立
ち
ま
し
た
。
場
所
は
、

当
初
仮
設
住
宅
の
建
設
が
予
定
さ
れ

て
い
た
女
川
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
。
そ
の

後
の
余
震
で
ク
ラ
ッ
ク
（
裂
け
目
）
が

発
生
し
た
た
め
、
住
居
に
は
不
適
切

と
の
判
断
か
ら
、
商
店
街
用
地
と
し

て
県
か
ら
借
り
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
。

た
く
さ
ん
の
善
意
に
支
え
ら
れ
な
が
ら

　

商
店
街
再
建
の
準
備
を
進
め
て
い
く

う
ち
、
世
界
規
模
の
福
祉
活
動
を
行
っ

て
い
る
「
救
世
軍
」
及
び
「
救
世
軍
ジ
ャ

パ
ン
」、
そ
し
て
米
国
水
産
業
最
大
手

　

色
と
り
ど
り
の
風
船
が
舞
い
上
が

る
青
空
に
、
鐘
の
音
が
響
き
渡
る

2
0
1
2
年
4
月
29
日
、
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
の
日
を
迎
え
た
「
き
ぼ
う
の

か
ね
商
店
街
」
に
は
、
町
内
外
か
ら

た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。「
も

う
一
度
仕
事
が
し
た
い
」「
た
く
さ
ん

の
笑
顔
が
集
う
商
店
街
を
再
建
し
た

い
」
そ
ん
な
町
の
思
い
が
や
っ
と
ひ
と

つ
に
な
っ
た
日
。
女
川
町
の
復
興
の
シ

ン
ボ
ル
「
希
望
の
鐘
」
を
前
に
、
誰

も
が
新
た
な
一
歩
を
祝
い
、
未
来
図
を

心
に
刻
ん
で
い
ま
し
た
。

生
き
る
糧
を
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば

　

宮
城
県
牡
鹿
半
島
の
付
け
根
に
位

置
す
る
女
川
町
は
、
古
く
か
ら
良
港

と
し
て
知
ら
れ
、
カ
キ
や
ホ
タ
テ
、
銀

がんばってます、東北！

施
工
は
、
町
の
建
設
組
合
が
請
け
負
い

ま
し
た
。

「
希
望
の
鐘
」
に
思
い
を
託
し
て

　

震
災
後
の
ガ
レ
キ
の
山
か
ら
、
女
川

駅
に
あ
っ
た
カ
リ
ヨ
ン
の
鐘
※

が
奇
跡

的
に
1
つ
だ
け
完
全
な
状
態
で
見
つ

か
っ
た
た
め
、「
希
望
の
鐘
」と
名
付
け
、

町
の
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
鐘
を
一
角
に
据
え
、「
き
ぼ

う
の
か
ね
商
店
街
」
と
名
付
け
ら
れ

た
こ
の
仮
設
商
店
街
は
、
食
料
品
、

日
用
品
、
雑
貨
を
扱
う
店
や
飲
食
店
、

金
融
機
関
な
ど
、
日
常
生
活
を
賄
う

に
充
分
な
商
業
エ
リ
ア
。
50
店
舗
の
中

に
は
、
新
規
に
起
業
し
た
若
い
世
代
が

経
営
す
る
店
も
あ
り
、
今
後
の
発
展

も
期
待
で
き
ま
す
。「
き
ぼ
う
の
か
ね

商
店
街
」
は
、
単
な
る
店
舗
の
集
合

体
で
な
く
「
笑
顔
の
集
う
場
所
」
で

あ
り
続
け
た
い
…
と
、
町
の
思
い
は
ひ

と
つ
で
す
。
こ
れ
か
ら
先
、「
仮
設
」

が
「
本
設
」
に
な
っ
て
も
、
結
束
力
を

維
持
し
て
い
け
る
よ
う
、
力
を
注
い
で

い
き
ま
す
。

※女川駅舎前に設置されたカリヨンには 4つの鐘がついており、電車の発着を告げていた。

～
宮
城
県
女お
な
が
わ
ち
ょ
う

川
町
～

希
望
の
鐘
の
音
に
再
出
発
を
祝
っ
て
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須田善明町長ほか、支援していただいた
方々とテープカット

商店街の再出発を祝って、町民の笑顔が集う

女川町復興のシンボル「希望の鐘」

復興だより7.1.indd   8 12/07/02   18:02
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事
業
概
要

本
組
合
は
、
町
村
職
員
の
所
有
す

る
住
宅
の
火
災
に
よ
っ
て
生
ず
る
財

産
の
損
害
を
相
互
救
済
す
る
た
め
、

昭
和
二
十
九
年
四
月
消
費
生
活
協
同

組
合
法
に
準
拠
し
た
職
域
生
協
と
し

て
発
足
し
、
火
災
共
済
事
業
を
開
始

し
た
。
そ
の
後
、モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
進
行
で
、
町
村
職
員
の
自
動
車

の
保
有
も
増
加
、
こ
れ
に
比
例
し
自

動
車
事
故
も
多
発
化
し
、
偶
然
の
自

動
車
事
故
に
よ
っ
て
生
ず
る
町
村
職

員
の
経
済
負
担
も
著
し
い
こ
と
か

ら
、
昭
和
四
十
二
年
四
月
よ
り
自
動

車
共
済
事
業
を
併
せ
て
実
施
し
た
。
両
事
業
開
始
以

来
、
事
業
内
容
の
改
善
充
実
に
つ
と
め
、
協
同
互
助

の
精
神
に
基
づ
く
町
村
職
員
等
の
生
活
の
安
定
に
寄

与
す
る
こ
と
に
最
大
限
の
努
力
を
傾
注
し
、
今
日
に

至
っ
て
い
る
。

平
成
二
十
三
年
度
の
事
業
概
要
は
下
記
の
と
お
り

で
、
組
合
員
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
比
一
、
二
六
一

人
（
〇
・
七
％
）
の
減
と
な
っ
た
。

火
災
共
済
事
業
は
、契
約
件
数
で
前
年
度
よ
り
二
、

八
一
三
件
（
二
・
九
％
）
の
減
と
な
り
、
共
済
掛
金

も
前
年
度
比
三
、
九
八
〇
万
余
円
（
二
・
九
％
）
の

減
と
な
っ
た
。
風
水
雪
害
特
約
共
済
は
、
契
約
件
数

で
前
年
度
よ
り
二
一
五
件
（
〇
・
八
％
）
の
減
と
な

り
、
共
済
掛
金
も
前
年
度
比
一
五
四
万
余
円
の
減
と

な
っ
た
。

自
動
車
共
済
事
業
で
は
、
契
約
台
数
は
前
年
度
比

三
、
三
八
五
台
（
一
・
六
％
）
の
減
と
な
り
、
共
済

掛
金
は
一
億
一
、
四
三
七
万
余
円
（
二
・
一
％
）
の

減
と
な
っ
た
。

一
方
、共
済
金
の
支
払
は
、火
災
共
済
事
業
で
前
年

度
比
六
六
件
（
十
五
・
一
％
）
の
増
と
な
っ
た
が
、

共
済
金
合
計
も
五
、
二
一
八
万
余
円
（
一
五
・
八
％
）

の
増
と
な
っ
た
。
ま
た
、
風
水
雪
害
特
約
共
済
金
の

給
付
に
つ
い
て
は
前
年
度
比
九
九
件
（
一
八
六
・

八
％
）
の
増
と
な
り
、
共
済
金
合
計
も
二
億
三
、
四

二
四
万
余
円
（
五
五
三
・
六
％
）
の
増
と
な
っ
た
。さ

ら
に
、災
害
見
舞
金
の
給
付
件
数
に
つ
い
て
は
、
東
日

本
大
震
災
の
発
生
に
よ
り
前
年
度
に
比
し
二
、
二
四
八

件
増
の
二
、
三
四
八
件
、
災
害
見
舞
金
に
し
て
一
〇

億
四
、
三
七
六
万
余
円
を
給
付
し
た
。

自
動
車
共
済
事
業
で
は
、
支
払
件
数
で
前
年
度
比

二
八
七
件
（
三
・
五
％
）
の
減
と
な
り
、
共
済
金
合

計
に
お
い
て
も
二
億
九
、
一
〇
八
万
余
円
（
一
二
・

七
％
）
の
減
と
な
っ
た
。

本
年
度
に
お
け
る
事
業
剰
余
金
を
も
っ
て
す
る
事

業
利
用
分
量
割
戻
金
の
配
分
率
は
、
火
災
共
済
、
風

水
雪
害
特
約
共
済
が
見
込
な
し
、
自
動
車
共
済
が
一

四
％
程
度
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

な
お
、
平
成
二
十
三
年
度
の
支
払
余
力
比
率
は
、

一
、
二
七
五
％
と
な
っ
た
。

町
村
職
員
生
協
火
災
・
自
動
車
共
済
事
業
の
概
要
報
告

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合

　

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
が
行
う
火
災
共
済
お
よ
び
自
動
車
共
済
の
平
成
二
十
三
年
度
事
業
概

要
お
よ
び
決
算
に
つ
い
て
は
、
本
年
七
月
五
日
に
開
催
さ
れ
た
総
代
会
の
議
決
を
得
た
の
で
、
定
款
の

規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平

成

二
十
三
年
度

表 1　貸借対照表
平成24年３月31日現在

（単位：千円）

資
産

１ 流動資産 23,271,760
　　　　　 預金 6,081,781
　　　　　 有価証券 16,105,027
　　　　　 その他 1,084,951
２ 固定資産 1,920,154

合　　計 25,191,915

負
債
・
純
資
産

１ 共済契約準備金 13,192,566
　 　　　　支払備金 1,902,477
　　　　　 未経過共済掛金 4,388,269
　　　　　 異常危険準備金 6,901,820
２ 流動負債 66,627

負 債 計 13,259,193
１ 出資金 1,698,245
２ 法定準備金 6,281,051
３ 地震等災害見舞金積立金 2,307,809
４ 当期未処分剰余金 1,645,614
（うち当期剰余金） （505,069）

純資産計 11,932,721
合　　計 25,191,915

（千円未満切り捨てのため、合計額があわない場合がある。）

表 3　平成23年度剰余金処分
（単位：千円）

１ 当期末処分剰余金 1,645,614
２ 当期処分額 1,612,267
　　　 法定準備金（剰余金の 1 / 5 ） 101,014
　　　 事業の利用分量に応ずる割戻金 776,589
　　　 地震等災害見舞金積立金 734,664
３ 次年度繰越剰余金 33,347

表 2　損益計算書
平成23年４月１日から平成24年３月31日まで

（単位：千円）

収
入

１ 共済掛金 7,082,137
２ 共済契約準備金戻入 6,056,673
　　　　　 支払備金戻入 1,429,855
　　　　　 未経過共済掛金戻入 4,471,831
　　　　　 異常危険準備金戻入 154,987
３ 資産運用収益 233,209
４ 雑収入 11,797

合　　計 13,383,817

支
出

１ 支払共済金 2,668,667
２ 見舞金等 1,045,385
３ 管理費及び諸経費 2,423,781
４ 共済契約準備金繰入 6,544,410
　　　　　 支払備金繰入 1,902,477
　　　　　 未経過共済掛金繰入 4,388,269
　　　　　 異常危険準備金繰入 253,664
５ 資産運用費用 8,833

合　　計 12,691,078
経常剰余金 692,739
法人税等 15,000
法人税等調整額  172,670
当期剰余金 505,069
（千円未満切り捨てのため、合計額があわない場合がある。）

表 4　組合加入状況
区　分 人　員 口　数 出資金

平成23年度 174,312人 16,989,420口 1,698,942,080円
平成22年度 175,573　 17,127,975　 1,712,797,540　
比 較 増 減 △ 1,261　 △ 138,555　 △ 13,855,460　
増 減 率 △ 0.7％ △ 0.8％ △ 0.8％
平成21年度 177,677　 17,246,860　 1,724,686,040　
平成20年度 192,769　 18,588,740　 1,858,874,020　
（注）△印は減を示す。
　　  出資金額は預り出資金（１口100円未満の端数口数の累計額）
　　 696,180円を含む。

表 5　火災共済加入状況
区　分 共済契約件数 契約口数 共済掛金

平成23年度 94,669件 22,012,832口 1,317,079,880円
平成22年度 97,482　 22,587,434　 1,356,888,980　
比 較 増 減 △ 2,813　 △ 574,602　 △ 39,809,100　
増 減 率 △ 2.9％ △ 2.5％ △ 2.9％
平成21年度 99,727　 22,934,524　 1,378,430,210　
平成20年度 102,097　 23,302,186　 1,399,427,430　
（注）△印は減を示す。

表 6　風水雪害特約共済加入状況
区　分 特約付加件数 契約口数 特約共済掛金

平成23年度 27,841件 6,311,484口 315,306,480円
平成22年度 28,056　 6,322,773　 316,847,970　
比 較 増 減 △ 215　 △ 11,289　 △ 1,541,490　
増 減 率 △ 0.8％ △ 0.2％ △ 0.5％
平成21年度 28,339　 6,337,008　 317,368,610　
平成20年度 28,550　 6,330,867　 317,321,670　
（注）△印は減を示す。



町 村 週 報11　平成24年 7 月23日 （第三種郵便物認可） 第2808号

活 動

表 8　火災共済金支払状況

区　分 火災共済金 臨時費用共済金 残存物取片づけ費用共済金 失火見舞費用共済金 合　計 損害率件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額
平成 23年度 502件 337,228,561円 503件 34,822,007円 174件 9,496,316円 3件 778,000円 382,324,884円 29.0％
平成 22年度 436　 292,199,898　 437　 29,219,648　 159　 8,644,436　 1　 80,340　 330,144,322　 24.3　
比 較 増 減 66　 45,028,663　 66　 5,602,359　 15　 851,880　 2　 697,660　 52,180,562　 4.7　
増 減 率 15.1％ 15.4％ 15.1％ 19.1％ 9.4％ 9.9％ 200.0％ 868.3％ 15.8％ －　
平成 21年度 275　 350,616,756　 275　 39,263,408　 119　 11,583,708　 4　 1,000,711　 402,464,583　 29.2　
平成 20年度 573　 484,116,949　 573　 47,977,490　 249　 13,849,409　 4　 775,000　 546,718,848　 39.1　

表10　地震等災害見舞金支払状況
区　分 件　数 見 舞 金 一件当りの見舞金

平成 23年度 2,348件 1,043,765,500円 444,533円
平成 22年度 100　 79,307,000　 793,070　
比 較 増 減 2,248　 964,458,500　 △ 348,537　
増 減 率 2,248.0％ 1,216.1％ △ 43.9％
平成 21年度 16　 1,378,000　 86,125　
平成 20年度 57　 10,731,000　 188,263　

（注）△印は減を示す。

表11　自動車共済金支払状況

区　分 対 物 賠 償 共 済 対 人 賠 償 共 済 合　　　計 損害率件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額
平成 23年度 7,146件 1,421,802,234円 737件 587,982,368円 7,883件 2,009,784,602円 36.9％
平成 22年度 7,359　 1,418,440,017　 811　 882,427,992　 8,170　 2,300,868,009　 41.4　
比 較 増 減 △ 213　 3,362,217　 △ 74　 △ 294,445,624　 △ 287　 △ 291,083,407　 △ 4.5　
増　減　率 △ 2.9％ 0.2％ △ 9.1％ △ 33.4％ △ 3.5％ △ 12.7％ －　
平成 21年度 7,197　 1,393,641,029　 851　 633,128,188　 8,048　 2,026,769,217　 35.8　
平成 20年度 7,359　 1,419,582,809　 801　 602,441,943　 8,160　 2,022,024,752　 35.2　

（注）△印は減を示す。

表12　自動車共済臨時費用支払状況

区　分 傷　　害 死　　亡 合　　　計
件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額

平成 23年度 34件 1,020,000円 6件 600,000円 40件 1,620,000円
平成 22年度 48　 1,390,000　 8　 800,000　 56　 2,190,000　
比 較 増 減 △ 14　 △ 370,000　 △ 2　 △ 200,000　 △ 16　 △ 570,000　
増　減　率 △ 29.2％ △ 26.6％ △ 25.0％ △ 25.0％ △ 28.6％ △ 26.0％
平成 21年度 55　 1,650,000　 11　 1,100,000　 66　 2,750,000　
平成 20年度 53　 1,590,000　 7　 630,000　 60　 2,220,000　

（注）△印は減を示す。

表 9　風水雪害特約共済金支払状況

区　分 特 約 共 済 金 臨 時 費 用 共 済 金 残存物取片づけ費用共済金 合　　計 損害率件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額
平成 23年度 152件 241,646,213円 153件 32,475,047円 56件 2,436,787円 276,558,047円 87.7％
平成 22年度 53　 35,804,341　 53　 5,370,673　 25　 1,139,916　 42,314,930　 13.4　
比 較 増 減 99　 205,841,872　 100　 27,104,374　 31　 1,296,871　 234,243,117　 74.3　
増　減　率 186.8％ 574.9％ 188.7％ 504.7％ 124％ 113.8％ 553.6％ －　
平成 21年度 48　 70,096,543　 48　 8,459,499　 25　 1,071,699　 79,627,741　 25.1　
平成 20年度 51　 27,720,432　 51　 4,158,084　 38　 896,160　 32,774,676　 10.3　

表 7　自動車共済加入状況
区　分 契約台数 共済掛金

平 成 23 年 度 202,461台 5,449,750,800円
平 成 22 年 度 205,846　 5,564,129,790　
比 較 増 減 △ 3,385　 △ 114,378,990　
増 減 率 △ 1.6％ △ 2.1％
平 成 21 年 度 209,041　 5,662,001,500　
平 成 20 年 度 211,894　 5,751,511,310　

（注）△印は減を示す。
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随 想

随
想

矢
掛
町
は
、
岡
山
県
の
南
西
部
に
位
置

し
、人
口
1
5
、2
0
0
人
を
擁
し
、面
積

90
・
62
平
方
キ
ロ
、
瀬
戸
内
海
気
候
に
属

し
、
温
暖
な
気
候
と
豊
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
、災
害
の
少
な
い
住
み
や
す
い
町
で
す
。

歴
史
は
古
く
、
奈
良
時
代
に
右
大
臣
と

し
て
活
躍
し
た
吉
備
真
備
公
ゆ
か
り
の
地

で
あ
り
、
江
戸
時
代
で
は
旧
山
陽
道
の
宿

場
町
と
し
て
人
・
文
化
・
産
業
な
ど
の
要

衝
と
し
て
殷
賑
を
極
め
、
往
時
の
本
陣
・

脇
本
陣
の
双
翼
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
、
さ
ら
に
健
全
な
状
態
で
旧
姿
を

留
め
て
い
る
の
は
全
国
で
も
唯
一
矢
掛
町

の
み
。
天
璋
院
篤
姫
が
江
戸
へ
嫁
ぐ
際
、

当
本
陣
に
止
宿
さ
れ
た
文
献
が
数
年
前
発

見
さ
れ
、
耳
目
を
集
め
ま
し
た
。

こ
う
し
た
歴
史
的
資
産
が
今
な
お
現
存

し
、
深
い
歴
史
と
多
様
な
文
化
を
湛
え
た

重
厚
な
町
と
し
て
、
平
成
の
大
合
併
で
も

単
独
の
路
線
を
選
択
し
、
木
目
細
や
か
な

町
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
少
子
高
齢
化
社
会
の

到
来
に
よ
り
本
町
で
も
深
刻
な
人
口
減
少

が
顕
著
で
、
平
成
22
年
度
に
は
過
疎
地
域

と
し
て
指
定
を
受
け
た
経
緯
が
あ
り
ま

す
。
爾
来
、
こ
の
過
疎
指
定
を
前
向
き
に

受
け
入
れ
、
過
疎
債
事
業
を
積
極
的
か
つ

有
効
的
に
活
用
し
、
多
元
的
な
事
業
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

私
が
平
成
18
年
に
就
任
し
て
以
来
、
ま

ず
人
口
増
を
伴
う
少
子
化
対
策
が
、
喫
緊

の
課
題
と
捉
え
、
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成

や
保
育
料
の
軽
減
、
更
に
は
若
者
の
定
住

を
目
指
す
住
宅
団
地
の
造
成
な
ど
、
ソ
フ

ト
ハ
ー
ド
両
面
か
ら
対
策
を
打
っ
て
き
ま

し
た
。
特
に
昨
年
度
か
ら
は
若
者
を
対
象

に
定
住
を
さ
れ
る
方
に
新
築
助
成
金
を
1

2
0
万
円
支
給
す
る
制
度
を
創
設
し
た
と

こ
ろ
、
多
く
の
町
外
の
方
が
町
内
に
移
住

を
し
て
来
ら
れ
て
お
り
、
一
定
の
成
果
は

上
が
っ
て
い
ま
す
。

産
業
振
興
対
策
と
し
て
は
、
企
業
誘
致

が
行
政
基
盤
の
根
幹
で
あ
る
財
政
の
観
点

か
ら
も
、増
収
に
繋
が
る
こ
と
か
ら
、早
く

か
ら
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
展
開
し
、
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
後
の
景
気
の
停
滞
時
期

の
中
で
も
、
着
実
に
誘
致
を
進
め
、
安
定

行
政
へ
の
道
の
り
を
歩
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
環
境
対
策
と
し
て
は
、
個
人
住
宅

用
の
太
陽
光
発
電
設
備
へ
の
助
成
を
国
県

と
共
に
進
め
、
役
場
や
文
化
施
設
並
び
に

各
学
校
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
な

ど
、
設
備
の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。
加

え
て
、電
気
自
動
車
を
早
く
か
ら
導
入
し
、

今
年
度
は
7
地
区
あ
る
公
民
館
に
1
台
ず

つ
三
菱
自
動
車
の
電
気
自
動
車
ミ
ー
ブ
を

配
備
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
こ
と
も
あ

り
、
先
日
三
菱
自
動
車
の
益
子
社
長
が
わ

ざ
わ
ざ
当
町
ま
で
お
礼
に
来
ら
れ
、
地
域

経
済
の
発
展
や
町
の
特
産
品
に
つ
い
て
、

会
談
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
予
防
医
療
の
充
実
、
健
康
づ
く

り
に
よ
る
介
護
予
防
・
福
祉
の
充
実
も
就

任
当
時
か
ら
、積
極
的
に
推
進
し
て
お
り
、

特
定
健
診
の
受
診
率
の
向
上
が
、
町
民
の

健
康
維
持
の
第
1
歩
と
捉
え
、
推
進
員
を

委
嘱
し
、
戸
別
訪
問
に
よ
り
健
診
を
訴
え

て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
健
診
の
受

診
率
は
県
下
で
も
上
位
で
毎
年
推
移
し
て

い
ま
す
。

教
育
行
政
で
は
、
早
く
か
ら
電
子
黒
板

を
全
教
室
に
、
ま
た
生
徒
用
の
パ
ソ
コ
ン

を
1
8
0
台
購
入
配
備
し
、
授
業
で
生
徒

全
員
が
利
用
で
き
る
よ
う
、
教
育
環
境
の

向
上
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
1

中
学
校
7
小
学
校
の
耐
震
化
並
び
に
大
規

模
改
修
も
完
了
し
て
お
り
、
安
全
安
心
し

て
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
昭
和
57
年
か
ら
造
成
を
続
け
て
き

た
総
合
運
動
公
園
も
間
も
な
く
完
成
し
ま

す
。
フ
ッ
ト
サ
ル
兼
用
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

や
、
子
ど
も
広
場
な
ど
整
備
を
進
め
、
特

に
全
国
で
初
め
て
多
目
的
グ
ラ
ン
ド
に
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
を
設
置
す
る
こ
と
に
し
て
お

り
、
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
町
づ
く
り
の
基
本
は
、
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
で
す
。
当
町
で
も
、
数
々
の

団
体
や
個
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
役
割
を

担
っ
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
当
町

を
東
西
に
横
断
す
る
一
級
河
川
で
あ
る
小

田
川
の
河
川
敷
は
、
県
の
浚
渫
な
ど
で
何

年
か
に
一
度
、雑
木
は
伐
採
す
る
も
の
の
、

数
年
す
る
と
元
の
木
阿
弥
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
最
初
の
伐
採
は
当
町
が

県
費
で
行
い
、
そ
の
後
の
維
持
管
理
や
草

刈
り
は
、町
が
購
入
し
た
機
械
を
活
用
し
、

地
元
の
住
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
実
施
す

る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
、
ほ
ぼ
全
域
で
定

着
し
、
今
で
は
以
前
と
見
違
え
る
ほ
ど
き

れ
い
な
河
川
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
ま

す
。
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
成
功
例
と
言

え
ま
す
。

こ
う
し
た
人
づ
く
り
が
町
づ
く
り
と
い

う
観
点
か
ら
も
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
明

る
く
楽
し
く
積
極
的
に
町
政
に
関
心
を
持

ち
、
で
き
る
こ
と
は
町
民
自
ら
が
実
行
す

る
町
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
で
、
矢
掛
町

と
い
う
町
が
燦
然
と
輝
く
町
に
な
る
も
の

と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

再
来
年
、
平
成
26
年
（
2
0
1
4
年
）、

合
併
60
周
年
を
迎
え
ま
す
。
今
後
も
「
や

さ
し
さ
に
あ
ふ
れ　

か
い
て
き
で　

げ
ん

き
な
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、
住
民
と
共

に
更
な
る
発
展
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

山や
ま

野の

　
通み

ち

彦ひ
こ

　
旧
山
陽
道
宿
場
町
　
矢
掛
町

岡
山
県
矢や

掛か
げ

町
長
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